
企業における経営科学に

未来はあるか

木下堆

1. 現状認識

のは，コンピュータ・メーカーにとってご同慶のいたり

というべきであろう.

また，ユーザー内における使用の程度も，“昨日どう

類まれな好奇心に満ちたわれわれ日本人が，科学的経 いう I成果があがったか"とか“今日の戦況(販売)はどう

営管理技術を欧米から導入して以来，すでに l 世代以上 か"という類の過去→現在の計数データに関しては処理

をすぎようとしている.現状をみるに，戦後まもないこ システムが定着しいまや企業の生理現象の一端を担う

ろの QCから 1 E , OR，経営科学(以下MS と略称)と までに成長したことも疑問の余地がなレ.もっともコ

つづいた急ピッチな吸収力が， MI S ブームの冷却化を ンビュータで、あっかえる情報には依然として限界があ

境に一頓挫しこれにオイノレショッグその他の環境激変 り，“生理!現象"といっても人間でいえば，“脳神経"系

が経営に対する“科学"の介入に一段と水をさす結果と 統でなく，“泌尿"系統に属する， いわば排首i!機能の・

なっている. 端を担っているにすぎないのかもしれない.

OR/MS と称せられる符理技術の名前が巷聞で、あま 加えて，ユーザーのEDP システム担当部署は，かつ

り流布されなくなったことを， OR/MS の現場への定 ての，コンビユ{タを通じて人生がバラ色に見えるとい

着とみるか，または衰退とみるかについては議論のわか う，ロマンティックな部署で、はなく，どちらかといえば

れるところである.しかしコンピュータ関係の雑誌， 灰色で、現実的な官僚機構に変貌しつつある.かつて栄光

新聞，機関の類が 10年前に比べ，途方もなく附加しつづ を判った先肱者の時代は終わり，いまや平凡な小市民的

けているのに対し， OR/MS のそれは率直にいって本 生活が待っているにすぎない.しかもこの“小市民"た

誌のほか若干を除いて見るべきものがなく，この例をと るや，概して定型的事務処理のEDP化に慣性化してい

っても， OR/MSは大きな進展をとげているわけでは るため，いまや頭脳労働者からデータ処理工場に勤務す

なさそうである. (なお， 外国ではー技法に閲するだけ る筋肉労働者に変化しつつあるのが偽らぬ現状である.

の専門誌を含め， OR/MS関係誌はけっこう増えてし、 大卒のァソレー・カラー化はコンピュータ常におL 、てもつ

る.彼我のちがし、が，単に雑誌の流通力(，;語)の発に起 とも典型的にあらわれている.

悶ずるものなのかどうか筆者には不明) こうしたロマンティシズムの爽失，事務官僚機構への

また，かねてOR/MS の採用に熱心だった企業が， 組み込みを，はたして“定着"とみるか“堕帯"とみる

どういうわけか斜陽の傾向をもつことが多く， OR/ かについても議論のわかれるところである.筆者は，こ

MS はミドル・レベルの定型的なmanagement control うした小来的世界へのコンピュータ適用をもって経営管

(たとえば月次生産計jtlljのような)には役に白つでも，全 理技術は一巻の終わりとする見方に異議を唱える論者の

業の業態そのものを戦略的に変えるには力およばなかっ l 人である. Problem Solving に i直接寄与せずして，

たという印象(事実そのとおりであるが)を Iせに与えてし l (大なコンビュータ投資や有能な頭目前労働者に対する投

まったことも否めない. 資を同収することはできない.そのためには，どうして

一方，コンビュータ技術のほうは，第 4 世代には依然 も OR/MS的技術に奮起を期待したし、しこれからTr

突入していないにしても，ハード，ソフトを合めた新肢 に脚光を浴びる存観的条件はまさに熟してきたと 3え考

術，改善技術の開発は臨んであり，最近では素人はむろ えている.

ん，われわれユーザーにとってさえまことに難解，神花、 以下にOR/MS停滞の原|ぺと，これから発展寸ベき

的(? )な新造言語をつぎ、つぎと生み出すことによって，“づ ことの根ぬおよび条件を大日目玉水!i'iに lドし述べたい.

ンピュータ産業依然衰えず"という印象をら二えつつある
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2. 停滞の原因をさぐる

停滞の原因は，“経営者の理解がなし、"とか“日本の

経符風土に適しなし、"とかし、った一言で、かたづけられる

ほど単純でない.もちろんこうしたことと密接な関連は

あるが，根はもっと奥が深く，かつ拡がりをもったとこ

ろにあると思う.

(1) 真のニーズの欠知

いうまでもなく，経営レベルにおける OR/MS の主

たる適用分野は“計画"とか“予測"あるいはその input

data として外生環境情報の監視等であるが，驚くべき

ことに，いままでこうした分野に真のニーズが存在しな

かったのではないかと考える.

このことは日本経済の高度成長期と，それを支えた銀

行の資金タレ流しに無縁ではない.すなわち

A 経済が自律的な高度成長期にあり，

B 成長を支えるに足る十分な資源(原料，要員，資

金)があり，

C 世界の政治経済の場において一種の封鎖的立場を

保持でき，

D 外生環境が安定しかっその将来についても精度

のi:五い情報が安定的に得られている

といった環境下では，およそ外生情報とか予測とか，iI"jrl1i

といった情報の価値は薄い. 何となれば，“予測"とは

将来事象が不縫主たであればこそもっとも有効であるし，

“ ~i !"rf i1� "とは使用できる経営資源が稀少であるときにも

っとも I制面される情報であるからである.

ところが，尚度成長期にあっては， Plan=Do, Do十

日 =Plan であり，企業の自律的な自己増殖過程そのもの

が大部分の情報の源泉ですらあり得たといっても過這で

なかった.こういう状況下で、経営者は真にOR/MSに

ヰーを傾けるだろうか.

(2) “実学"としての体系的未成熟

OR/MS は“むずかしい問題"には他の追Ihli を許さ

ないすばらしい効果をfGN[ するが，“つまらない問題"

にはとくに適用しても意味がないとよくいわれる.これ

は・見， r白級なように聞こえるが，“実学"としては大

変な弱点で、ある.現実に経営管理を行なう立場からみる

と，単純でもよし、からどんな“つまらない問題"でも雨ー

ちに処理できる全天候型技法でないと困る.“ある場合

には有効に使える"は“多少有効度は落ちてもあらゆる

場合に使える"に比べ， 劣等であるといわざるを得な

L 、.
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OR/MS担当者から見ると技術的にはまったく幼稚

な“管理会計"などとし、う経理 oriented な技法が依然

主流であるのは上述の原因にもとづく.経理的な技法は

中世以来の伝統から次第に成熟してきた“すばらししグ

実学なのである.

一方，“むずかしい問題"に対し大部分の経営者は単

純な計数プラス自己流のソフトウエア(頭脳)で対処しよ

うとし“むずかしい問題"にだけ“むずかしく"アプ

ローチしようとする経営科学者のやり方をあてにしてい

ない. OR/MSは科学技術として“点"的な多くの拠

点を占めるにはいたったものの，実務的な“商"を構成

または分担するにはいたらず，したがって実学として依

然未成熟であるといえよう.

(3) 人脈上の問題点

第 3 に， OR/MStl3.当者のだれもが胸中に認識し

かつだれもが公言をはばかる問題を事実として取り上げ

てみたい.

通常，組織には出身日Jjの“タテ型系列"がある.まず

事務系と技術系に 2 大別し，技術系のなかではさらに細

かく専門別系列を構成する.おもに大学の経営工学，管

理工学科系統出身者をもって占める OR/MS の実務担

当者はいったい何系に属するのであろうか.戦後新設の

学科を卒業した彼らには有力な親分もスポンサーもいな

い.すなわち，経営科学をトップレベルにまで引き上げ

てくれるだけの人脈を欠いているのである.この人脈の

欠立11は，経営科学が実学として未成熟の現在，依然とし

て致命的なファクターの l つで‘ある.

企業側は，経営/管理工学出身者を何系にも l喝さない

不思議な人間の集団とみなしたうえ，コンビュータ運用

校術者として一義的に分類，通常コンピュータ主に閉じ

こめてしまうのが慣行になってしまった.かくして彼ら

ばその出身学科の名称とは一見無関係な職種に長年拘米

されるにいたるのである.管理工学とは“コンピュータ

主主の管理"を行なう学問かという錯覚すら起こりかねな

し、.

'1"名fLt元米，人a学における“終日/管煙[学科"の内

向が他の|京l有技術系にi七べ，非常に脆弱であるという印

象をもっている ことに undergraduate のレヘルは大

変中途半端である. 今後，“経営工学"は大学院過程の

みとするか， 修二1: 号を minimum requirement とする

のが望ましい.米国流に undergraduat巴で固有技術(ま

たは物理や経済学)をやり， graduate レベルで経営工学

を終了したうえ，企業内で、は undergraduate の人脈系

統に入るのがもっともよいのではないか. 他方，もし

undergraduate だけの経符工学士を世に出す場合，企
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業はこれを純然、たる“事務系"として取りあっかうのが

企業のためにも本人のためにも有利で、ある.

(4) 産業需離の傾向増大

OR/MS 導入初期に見られた産学の熱っぽい提携が

近年冷却しつつあるのも停滞の一因とみたい.

実学のある OR/MS において産学の~Ttó離が，ますま

すひどくなっている.諸先生のおl叱りを覚悟のうえで，

あえてご片丙を中し上げると，たとえばOR学会に提出さ

れる論文の内容は，その件数の増加とはウラハラに，実

務家のわれわれにはきわめて難解なものになっている.

重箱の隅をほじくりだしたような小さな問題に，何故む

ずかしい手法をもって臨まねばならないのか理解に苦し

むものもある.

OR/MSが実学である以上，それは他人にも“わか

る"ことが実務上評価の絶対的条件である.にもかかわ

らず，現在では“他人に難解である"ことのほうが aca­

demic に評価されるかのごとき印象を与えている.実学

は他人をJ巨否したときに実学としての価値を失う.現在

の academic 0 R /M  S はユダヤ教のような，怪奇的，

神秘的な儀式に見えるといったらし、し、すぎだろうか.こ

うした希離を是正するには，やはり米国流の人的な産学

流動化がもっとも望ましいのだろうが，タテ型社会のわ

が国では IJ<I郊であり，適当な解決策が思いつかない.

(5) コンビュータ利用上の問題点

コンビュータ・メーカーのせいにするわけではない

が，一般にOR/MS は計算時間が少なくてすむため，

メーカーの宣伝に乗せ難いという点も見逃せない.計算

|時間が少なくて効果がある仕事より，効果はともかく計

算時間をたくさんくってくれる仕事のほうが，メーカー

の商売に有利なのは当然である.したがってメーカーの

セールスポイントは，時間をくう事

で，事務システム優先， OR/MS軽視の風潮となって

しまう. このことが， OR/MS担当者のモラルをいち

じるしく低下させる結果となっている. この問題は，

OR/MS をコンピュータ利用技術の一環としてみたこ

とからくる弊害であるが，両者の分離により，解決は平等

JJ.，である.

(6) Corporate MIS に関する誤解

つぎに， Strategic Planning (OR/MS の主たる対

象)を中心とした Corporate レヘノレの MISが，他のレベ

ノレの MIS と，取りあっかう情報の種類，性格ともまっ

たく異質であるにもかかわらず，略同ーの設計思想で開

発しうるものと考えていた誤りを指摘したい.

すなわち， MIS の教科書によれば，凶 l のように 3

牌のレベルの hierarchy から成るのが通説となっている

が，このピラミッド構造のIきlそのものが誤解を与えやす

し、と筆者はみてし、る. この図によれば，もっとも基礎的

な“Operational Control" システムの上部に， ミドル

・レベノレの“Management Control" システムが位置

し， さらにそのうえにトップ・レベルの“Strategic

Planning" システムが存在することになっている.こ

の|刈のもつイメージでは

A 3 つのレヘルとも取りあっかう情報は同質であ

り，帆こ上部にいくほど集約化が進み， ー量的に変化す

る.

B 3 つのレベノL とも基本的には同ーの設計思想で開

発しうる. (この中には三者の closed-loop性や haziness

が略同一であるという暗黙の仮定を含む)などという印

象を拭えなし、(作|当者の真意は日Ijとして).

筆者の経験にしたがえば，以上のA ， B ともまったく

の誤りである.たとえば，企業のトップは自己の会社運

針の歴史的事実について集約化された計数情報を受け取

務処理システムにもっぱら注がれ，

OR/MS は Application Pro 

gram List の l っとして，せいぜ、い

パンフレットの最後のベージに記載

されるにすぎないなどということが

起こるのである.

Strategic Planning 

一方，ユーサーーのほうにも問題が

ある. EDP 相当部署の中ではどう

しても計算時間をたくさんくう仕事

を相当している者が大きな顔をして

いるし，また事務システムのような

定型化した job のほうが開発しやす

く，かつ効果が tangible であるの
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長期戦略策定のための

支援情報処理

Menagement Control 

短期計凶i ・管理に関す

るデータ処理

Operational Control 

企業生理現象に関する

基礎的データ処理

ここに断層介ある

図 1 階層別情報処理システム(従来の芳え方)
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ったとしても，それは彼らの戦略的意思決定に際し，必

要な情報の one of them で，しかも価値の薄いもので

あるにすぎない.また Strategic Planning のような

open なシステムが，たとえばプラントの白動制御シス

テムと同様な考えで設計されうるとはとうてい考えられ

ない.

こうしたピラミッド型の|ヌ|は Do十日=Plan という

|者l式が通用していた高度成長下の産物にすぎない.すな

わち， I高完度成長下で

j長乏線上に“S臼trat臼eg引ic Planning" が継続するという考え

でも通用していたが， (たとえば， 年5JIJの予算編成処理

の run を 5 ヵ年繰り返したものが長期計画であるという

不思議なシステムすら存夜した. )これはまったくの錯

覚であったといわざるを得ない.社外環境激変の昨今に

なってやっと，元来存在していた双方の断層が顕在化し

てきた感があるが，このピラミッド型の凶のもつ誤った

MIS 観がどれだけOR/MS担当者をミスリードして

きたことか.

(7) トップの必要情報についての誤解

最後に， トップの真に必要としている情報についての

OR/MS側の理解不足をあげたい.原因の 1 つは，多

くの場合，“経営科学者"が自ら“経営者"であったた

めしがなく，専ら書物や附ii-的な接触を通じてのみ，

“経併者とはかくかくしかじかのものである"という経

何者像を勝手にっくりあげてしまったことにある.他の

l つは，経営者に彼らの必要な情報について inquire し

ても，年半易に回答が得られないほど，彼らの分野が，惚

維. )1'公式かっ非計数的な“聖域"であり，およそ“，fl

学"の介入を許さないことにある.

後者はともかくとして，前者について一例を述べる

と，“トップとは単にミト、ル・レベノレの延長線上にある

大管理者であり，会社の事実関係について大まかなこと

さえ知っておけばよい"などというあたかも封建時代の

大名みたいなイメージでとらえている これがミドル・

レベノレと同質な情報を量だけ少なくして提供すればよい

などという誤解を生むもとになっている.

たしかに，高度成長期で、企業がí'i律的成長をとげてい

る時代は，米米情報といえども企業が情報源そのもので

あり待たからし、し、ものの，低成長期の今後，戦略にたず

さわるトップ・レベルの主たる情報源は外生的で、あり，

ミト‘ル・レベル以下のそれとは完全に異質なものだと考

える.必安情報そのものについての誤解と Corporate

MIS 設計思想上の誤解とは同根からきている.
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3. 今後進展することの担拠

OR/MSが今後本格的に開花するというし九、分は，

この不況時代，一見奇異に聞こえるかもしれない.しか

し“Management Science" 誌 (1976/5)によれば，欧米

で Corporate Planning Model を使用または開発中の

企業は， 1969年の 100 社から 1975年には 2 ， 000 社に達し

爆発的なブームとなっているという.しかも今後の 10年

間においても急増をつづけるばかりか，モデノレの管轄権

を握る者が，企業体制内におけるパワーも増大するとあ

って，所管をめぐる権力闘争すら起こりつつあると解説

している.

わが国では，第 2 項で、述べた 7 つの停滞の原凶をすべ

て取り除くことが，すなわちOR/MS進展の条件であ

るが，ここでは，開花のための土壌が，存観的に成熟し

つつあることだけを下記に述べた.

(1) 低成長移行にともなうニーズの増大

まず，本格的に増大するであろうニーズの源泉は，高

度成長期とは裏返しの，今後企業が絶えず直面しなけれ

ばならなし、，つぎのようなリスクと不確実性の増大にあ

る.

A .L ネルギー問題

Bí ンプレーション

C 流動性の欠如

D 物資の慢性的不足

E 生産性の低下

F 政治および気象上の不確実性

このような外生環境変化の企業に与える impact を

事前に評価し適切な政策を探索するには，確固たる

Corporate Planning の設定はむろん， それを支える

Computer Simulation とし、ったOR/MS技術の採用

が不可欠と考えられる.この論旨は第 2 項冒頭で展開し

た論旨(乃ちょうど長返しであり，多討を要すまい.いま

ほど客観的根拠にもとづいた“予測"や“計画"が重要

であり，かつ変化に対応する柔軟な“A Line of Policy 

Alternatives" が求められて L 、る時期はない. L P がそ

もそも 3 稀少資源配分の経済学(T. Koopmans: Alloｭ

cation of Scarce Resources) から出発したことを忽起

しTこL 、

(2) 他の管理技術の自信喪失

つぎiこ，現在依然、として経営管理(日十数的な意味で、の)

を支えている経理 oriented な技法が，あいつぐ環境激

変のため，使用に耐えられず，自信喪失にたちいたって
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いる事実をあげたい. 3 力月間の積み上げ作業で 6~12

ヵ月分のこ予算編成を行なってはみたものの，それが予知ー

年度の最初Jの月から狂うという事態がしばしば起こった

り，数ヵ月経過して，定全に希離した実績の数字を， 予

算比xx%ダウンなどというのもまったくそらぞらしL 、

かぎりである.これが常態になれば予算編成作業そのも

のが形骸化せざるを得ない.まして，積みあげ式の長期l

汁 jlllÎ もまた， I白度成長期の泣物以外の Mものでもある

まい.

従来方式に信頗を失った経営者は，ワラをもつかむ気

持で，他の技法体系，たとえばOR/MSにとびついて

きている.さらに，低成長期では外部資本提供者の発討

力が相対的に J穏大ずる L，“日|同'j"もトップ・ダウン方

式が多くならざるを得まい.このことが，元来， トップ

・ダウンを前提とした管理技術である OR/MS に有利

にはたらくと考える

(3) E D Pサイドの新傾向

お 3 に，われわれが慣れ親んで、きた事務処理システム

の EDP化が各社とも略一巡しコンビュータ資源の有

効活用という視点からも，経営者の怠思決定用のシステ

ム，すなわちOR/MS の対象とする領域に関心が向く

であろうということをあげたい.すでに多くの賢明なユ

ーザペム“修復不能な!l!!il、の活動に関する歴史的報f!:

を提供する"とか，“;i!"1I国からポ献を示す"だけのデー

タ処j<j!でγ品価な“人J~以)jì~" を pay off し得るとは考え

て L 、 t"- し\

また，社外ウ門機関による 'iι悩なオン・ライン・サー

ビスの利用拡大とか， 分散処現システム志向への潮流

は， OR/MSガイドに有利にはたらこう これにより

社内 EDP体制下における呉端児あっかいから， OR/ 

MS が解政されるとみる.

4. 意識転換をはかるポイント

最後に，今後進肢をはかる条件のうち，人脈上の問題

とか，そうした他力本願的なものをのぞき， OR/MS 

経営情報の種類と EDP化可能の領域

て外部制 (7fft日.，~~V 影響大

定型化

/ 企業体(販売生産) ¥
¥
J
 

図 2 階層別情報処理システム(これからの三考え方)

担当者自らが意識的に転換をはかるべき点として，つぎ

の 3 つをあげたい.

( 1 ) Corporate M胞の正しい位置づけ

|刈 l のような“ピラミッド"型ではなく，凶 2 のよう

な“逆 3 角形"型に“Strategic Planning" を位置づけ

たし、と考える.すなわち，

A “ Strategic Planning" レベルのシステムは，他

とまったく独立して設計する.

B 設計のための思想や体制および成員の質も，他の

レヘルの S.E. とは完全に一線を画す.

C 内部情報志向型ではなく，外部情報忘 rt'J型または

外部環境l汲JIIZ.型とする

従::1<ーのように，“Strategic Planning" が，他の事務

システムの延長線 k にあるとして，“事務的"にシステ

ムを構築してしまう肢をどうしても避けねばならない.

(2) 必要経営情報についての正しい認識

経営情報と一概にいっても，次表のように雑多な種類

からなる.一般に経符屑のレヘノレ(したがって情報、ンス

テムのレベノ~ )が尚くなればなるほど，手|公式，引己十数的

↑白骨t，および環境情報や米米情報のウ J二イトは尚くな

る.

こうした多後複雑な情報の中には， )反始情報の入手そ

のものがEDPでは不可能なものや，処理をEDP化し

く i ì:>

l時間柄Ii過去→現在情報(事実)

×• O 

o EDP化がHI存完 f してし、る

もの

ム (fij分n~に EDP化されて L 、

るもの

x EDP化されておらず，か

つ，その可能性もないもの

会心今後EDP化の進むべきも
�) 

未来情*-

社内・
外の日1] 公式

l “ what if" または
非公式 成りゆき内!リ“ hat to do" 型の情報

社内(企業体) 。 ﾗ ム→O

社外(環境) ム→O ﾗ 公共機関で実施すべき領域
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てはかえって非効率なものが少なくない. OR/MS以

前に，“情報"の本質についても分析者は正しい認識を

もつべきで、ある. やみくもに，“ 5 年間の長期計画値"

とか“経営目標"といったたぐいの“教条的"経営情報

に取り組んではならない.

当表について宕干のコメントをつけ加える.

A 社内の事実関係について経賞者が重視するのは，

“建前"的公式情報ではなく，どちらかといえば，

“本音"的な非公式情報である.しかしこれらは人

的接触その他の手段(極端な例ではスパイ， 盗聴器

のような非合法的手段)によって入手すべき情報で

今後とも OR/MS/EDP の対象とはなるまい.

B 事実関係に関する社外・公式情報については，経

済情報，特許情報等につき一部EDP化が進んでお

り，今後とも検索用として拡充すべき分野である.

C 社外(環境)・未来情報については“成りゆき予

iJ!iJ" および“What if ..."または“What to do to 

Achieve …"型の情報とも一企業にとり重要では

あるが，原則として公共機関または，特定の企業グ

ループにより実施すべき分野であり，一企業はその

結果を subscribe して，社内予測用に input すれば

よいと考える.いままで，一企業のぶんざいで日本

経済の予測等までやることがままあったが，このア

プローチは低成長下の現在，きわめて効率の悪いこ

とが判明してきた.

D “放っておけば→こうなる"という社内の成りゆ

き予測情報は，一部EDP化され，今後とも拡充す

べき重点分野の 1 つである.

E “ What if ..."型，すなわち“環境がこう変われ

ぱ令当社はこうなる"とか，“What to do to 

Achieve..." 型，すなわち，“当社の配当目標を達成

するためには→こうすべきだ" と L 、った類の社内

・未来情報は，不確実な未来環境に対処するに， う

ってつけのものであり， OR/MS適用(とくに

Simulation) の最重点分野と考える.

(3) コミュニケーション・ギャップについて

経営者と経符科学者の聞のいわゆるコミュニウーショ

ン・ギャップを埋めるには，後者ーを前者の1)\IJ近におき，

IMl断なき対話を粘り強く進めるしか対策が見あたらな

い.間違っても OR/MS担当者をコンビュータ室に閉

じこめてはならない.逆に，経営者にコンビュータの日

認を覚えてもらい， display 等を使って 1直接コンビュー

タとの対話を可能ならしめるなどという努力が一部で行

なわれているが，経営者自身をこれ以上，コンビュータ

・サイドに近づけることはまず困難とみたい.

1977 年 5 月号

一般に，コンピュータ・メーカーはトップの Problem

Solving よりも機械自体に強い関心をもっているため，

メーカーおしきせの MIS や MDS に多くを依存するの

は避けたいと考える. OR/MS担当者は，コンピュー

タ室におけるメーカーとの対話よりも，彼らの client た

る経営者との対話により多くの時聞をさくべきである.

たとえば， トッフ。は，自己の頭脳で培った思考過程と

compatible であるかぎり，予想よりはるかにOR/MS

ベースの情報に関心をもつものだなどといったことが，

対話を通じて明らかになるはずである.

結論として，今後 Corporate レベルの MIS に対し

A 改善の方法や問題解決の代替案を提供する.

B 計画から弔離の際は，必要な修正活動を示す.

C 企業に影響を与える外部の環境条件を監視する.

などといった機能追加の要求が高まってくることは明ら

かであり，その要求に対応してOR/MS再評価(また

は真の意味での開花)の客観的気運は成熟しつつある.

(きのした・ゅうぞう 東レ紛システム部，投稿)

一一・最近出た本・読んだ本・

RTL/2 Design and 
Philosophy 

J. G. P. Barnes 著

xii+ 164p 16 x 24crn 
1976年 Heyden

Heyden International Topics in Science の

l 巻で，他に Introduction to P ASCAL , An 

Introduction to Computer-Based Library Sysｭ

tems なども刊行されている.

RTL/2 は Real Time Language version 2 の

意味で，文字どおり，実時間のデータ収集，通信，

制御にミニコンで、処理で、きる高級プログラム言語で

ある.豊富なデータ構造，構造化ステートメント，

低級機能，マルチタス夕方式，移植可能と，これか

らのプログラム許諾を志向する教育の場に適してい

る.なお，

RTL/2 は英国の ICI(帝国化学産業)で，白社の

諸要求を満たすために開発された.日本にも同様な

設計思想・構造をもった「アカイホシJ (近田義広

氏)， rPLAN 拡張版 J (松田元男氏)， rPRIMAL 

75J (野下浩平氏)などが知られているが，ややIRT

L/21 のほうが進んでいるようである.

(若林信夫，小樽商大)
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